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１． 研究概要 

 

スポーツ人間学部は札幌国際大学（本学）のスポーツに関する地域連携事業において主体

的な立場にある．一方，これまでの地域連携は具体的なシーズを提供しているとは言い難い．

札幌市は「冬季版総合ナショナルトレーニングセンター構想」を掲げており，本学が同構想

に積極的に参画することによって，本学が北海道のスポーツ拠点と認識され，大学の認知向

上に大きな役割を果たすと考えられる．本事業はこれらの目的を前提に，本学の学生を対象

に科学的分析実習を行い，札幌市等関連 NF に具体的なサポート事例を提供するものであ

る． 

 

 

２． 研究の目的 

 

 スポーツ人間学部は本学地域連携事業のスポーツ関連事案において主体的な立場で参画

している．一方，これまでの本学の地域連携事業はニーズに対して十分なシーズを提供して

いるとは言い難く，本質的な連携に至っていない．札幌市は 2030 年の冬季オリンピック誘

致を宣言し，関連して「冬季版総合ナショナルトレーニングセンター構想」を掲げている．

また，日本スポーツ振興センター（JSC）はハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）

ネットワークの構築事業を課題として挙げており，地域において HPSC と同等の環境を構

築する重要性を説いている．このような状況にあって，スポーツ人間学部を擁する本学が同

構想に積極的に参画し，北海道のスポーツにおける重要拠点と認識されることは，大学の認

知向上に大きな役割を果たすと考えられる．本学における地域連携事業の新たなシーズと

して具体的な実績につながるものと考えられる． 

 本研究は上記の検討事項に資する具体的な実施内容として，本学スポーツ人間学部の学

生を対象に，高度な科学的分析等の実施および使用方法に関する指導を行い，札幌市や JSC

および関連 NF に対する具体的なサポート事例創出のための学内整備を行うものである．

「冬季版ナショナルトレーニングセンター構想」に含まれる情報分析・映像編集といった情

報戦略分野に焦点をあて，選手やチームの指導者に情報提供するとともに，本取り組みを札

幌市や JSC 等の行政に報告し，本学のスポーツ医科学サポートのシーズを提供することを

目的とする． 
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３． 研究方法 

 

札幌市の「冬季版総合ナショナルトレーニングセンター構想」の「競技レベルの向上」に

おいて， 

1）シーズンを通した実践トレーニングやハイレベルな科学的トレーニングを効率的に実施

することで，競技レベルの向上を図る． 

2）スポーツ科学･医学･情報などの様々な分野における先端的な研究を実施することで，高

度な支援が可能となる． 

ことが重要な取り組みとして明記されている． 

さらに，「必要とされる機能」において，冬季競技アスリートの活動拠点として，トレー

ニング設備や研究設備などの必要とされる機能を整備することで，競技レベルの向上を図

る，とし， 

1）NTC 競技別強化拠点等の周辺施設との連携（データや情報の共有など）， 

2）情報集約･分析設備， 

3）体力･形態測定設備 （筋力測定，骨密度測定など） 

が求められている． 

本研究は上記ニーズに貢献する具体的な事案として，映像編集および情報分析を可能と

する情報集約・分析設備を整備し，本学の学生を対象に科学的分析実習（ゲーム分析）を行

い，札幌市等関連 NF に具体的なサポート事例を提供する（図１参照）．スポーツにおける

情報戦略とは，意思決定者が正しい，理にかなった判断・決断をするために「情報」を収集，

加工，分析し，提供する一連の活動である．映像収集には Wifi 機能を搭載したビデオカメ

ラ，GoPro（GoPro 社）および iPad（Apple）を採用し，高所撮影用一脚 Bi Rod（ルミカ）

を併用することで俯瞰撮影が可能となる．撮影した映像は，処理能力の高いコンピュータと

映像編集・分析ソフトを用いて加工することで，指導者や選手に必要な情報をフィードバッ

クすることが可能となる．現在，映像分析では動画解析ソフトダートフィッシュ（ダートフ

ィッシュ・ジャパン）とスポーツコード（Hudl Japan）を用いたものが主流となっており，

本研究ではそれぞれの活用法について模索する．映像収集及び分析においては，本学部活動

と本学関連スポーツチームを対象とし，得られた RAW データを基に編集・分析を行い，フ

ィードバック情報を提供する． 
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４． 研究実施計画 

 

① 事前調査  

札幌市，JSC の担当者と打合せを行い，情報戦略領域の現状についてヒアリングを行う． 

②  ９月 

映像編集・分析機器の設置に関して業者との打ち合わせを行う． 

③  １０月 

学内部活動の選手を対象にゲーム分析の内容を協議する． 

④  １０月～１２月 

学内部活動を対象に分析を行い，各チームの選手および指導者に情報を提供する． 

⑤  １月～ 

各チームに対する情報提供結果に関する報告書をまとめ，札幌市の NTC 構想に掲げられ

ている医科学サポートを本学が十分提供できることをアピールする． 

 

図１ 冬季版 NTC 構想における医科学施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

引用：札幌市 NTC 構想案（H29） 
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５． 札幌市・JSC へのヒアリング（事前調査） 

  

本研究を実施するにあたり，札幌市および日本スポーツ振興センター（JSC）と打合せを

実施した．打合せでは，札幌市が構想する「冬季版ナショナルトレーニングセンター（NTC）

構想」の現状と課題を整理し，JSC が課題として挙げているハイパフォーマンススポーツセ

ンター（HPSC）ネットワークの構築事業について意見交換を行った． 

 札幌市の「冬季版ナショナルトレーニングセンター構想」では，６つの施設（生理化学実

験室，体力・形態測定室，情報分析・映像編集室，診察・検査・カウンセリング室，リハビ

リテーション室，用具開発室）からなる医科学施設を構想している．札幌市とのヒアリング

では，札幌国際大学との想定される連携について意見を交換した．NTC では，競技レベル

向上が重要なミッションのひとつである．ミッションを達成するうえでは，シーズンを通し

た実践トレーニングの実施，ハイレベルな科学的トレーニングの実施，スポーツ科学・医学・

情報などの先端的な研究が必要不可欠となる． 

 札幌国際大学との連携について，主に施設，種目，ソフト事業の 3 つの面から検討がなさ

れた．はじめに，施設面からみた連携では，体力・形態測定室，情報分析・映像編集室，診

察・検査・カウンセリング室の３つの施設において本学がサポートを提供することが可能で

あることが確認された．体力・形態測定室では，アスリートのパフォーマンス測定，モーシ

ョンキャプチャー及びフォースプレートを活用した動作分析，バイオデックスを活用した

筋力測定といった科学的知見の提供が想定される．また，情報分析・映像編集室では，パフ

ォーマンス・レース・ゲーム分析システムを用いた映像・情報技術サポートについての提供，

そして診察・検査・カウンセリング室では，メンタルサポートやストレス測定を用いたコン

ディション管理といった領域でのサポートが考えられる．次に，種目からみた連携では，カ

ーリング，アイスホッケー及びスピードスケートといった種目においてサポートを実施す

る計画が検討された．札幌国際大学のカーリング部は，ジュニア年代における評価も高く，

様々な観点から科学的サポートを行うことが可能である．最後に，ソフト事業からみた連携

では，札幌国際大学が計画している事業「スポーツ健康研究センター（札幌国際スポーツ

SIS）」（資料５）における３つの事業，スポーツ競技力向上支援事業，スポーツ産業支援事

業，スポーツ指導者育成事業について支援の検討がなされた．札幌国際スポーツ SIS の事業

は，札幌におけるスポーツ・健康環境の発展を目的に，札幌国際大学が地域に貢献するスポ

ーツの拠点となり，行政・企業との共同事業の実施や大学内の研究成果の発信等を行うこと

を目的としている． 
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 札幌国際大学は大学スポーツ協会（UNIVAS）の北海道・東北代表校である．例えば，北

海道では旭川大学，旭川医科大学，小樽商科大学，北翔大学，北海道大学，北海道科学大学，

北海道教育大学が加盟している．このことから，札幌国際大学が地域の大学との連携を促し，

研究や施設の窓口として NTC を支援することが可能となる．UNIVAS はアスリートと運

動部活動への支援を目的としており，主に研究の成果を現場に応用し，民間企業との産学連

携による支援を行っている．UNIVAS の社会的意義として，安全安心を確保した大学スポ

ーツの振興が挙げられており，その中でも大学ブランドの強化，卓越した人材の育成，地域

の活性化，人格形成・健康増進・学力向上，スポーツ経済的価値の拡大と，競技力の向上に

焦点があてられている（資料３）．また，団体の設立背景として，以下が挙げられている．

日本の大学スポーツは，大学内で課外活動として位置づけられ，学生を中心とする自主的・

自律的な運営が行われ発展してきた経緯から，大学内でも個々の部として自治の努力を重

ねている．また，大学の関与が限定的で学内でも競技横断的に全学的にスポーツ分野の取組

を一体的に行う部局を置いていない大学が多いのが現状である．同様に，大会を開催する学

生競技団体も競技毎に発展し，高体連（全国高等学校体育連盟）や中体連（日本中学校体育

連盟）のような競技横断的な統括組織が大学スポーツのみ存在していない状況が続いてい

た．一方，大学スポーツ先進国のアメリカでは、NCAA（全米大学体育協会：National 

Collegiate Athletic Association）という大学横断的かつ競技横断的統括組織が 1910 年より

存在し，大学スポーツ全体の発展を支えている． 

 

 日本スポーツ振興センター（JSC）との打ち合わせでは，JSC，札幌市，札幌国際大学の 3

者が有する課題についてそれぞれの立場を明確にし，今後連携協働して取り組むべき内容

に関して議論を行った．その中でも，JSC が今後展開する事業に対して，札幌国際大学が貢

献できる，貢献すべき具体的内容について確認した． 

JSC の課題として，ハイパフォーマンススポーツセンターネットワークの構築事業

（HPSC）が挙げられる．HPSC に練習拠点がない競技に対しても高品質な医科学支援が重

要となり，地域において HPSC と同等の環境を構築する必要がある．札幌国際大学が貢献

できる内容として，体力測定（JISS 認定体力測定員）および映像情報フィードバックといっ

た領域での支援が可能であることを確認した． 

 

  



6 

 

資料１ 札幌市との第１回打合せ資料 
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資料２ 札幌市との第２回打合せ資料 
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資料３ UNIVAS とは 

 

 

引用：スポーツ庁大学スポーツ協会 
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資料４ 日本スポーツ振興センターとの打合せ資料 

 

 



10 

 

資料５ 札幌国際大学が計画している事業 
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６． SIU スポーツ情報戦略準備室 

 

 スポーツ人間学部を擁する本学が札幌市のNTCや JSCのHPSC構想に積極的に参画し，

北海道のスポーツにおける重要拠点と認識されることは，大学の認知向上に大きな役割を

果たすと考えられる．札幌市と日本スポーツ振興センター（JSC）とのヒアリングを通して，

本学スポーツ人間学部の学生を対象に，高度な科学的分析等の実施および使用方法に関す

る指導を行い，札幌市や JSC および関連 NF に対する具体的なサポート事例創出のための

学内整備を行う必要性が確認された．したがって，本研究では札幌市の「冬季版ナショナル

トレーニングセンター構想」に含まれる情報分析・映像編集といった情報戦略分野に焦点を

あて，本学のスポーツ医科学サポートのシーズを提供することを目的とする． 

 近年，スポーツの情報戦略は「あったらいい」ものから「必要不可欠」になりつつある．

例えば，2000 年初頭より，メジャーリーグや NBA バスケットボールをはじめ様々なスポ

ーツにおいてスポーツアナリストがチームに配置されるようになってきた．日本において

は，2013 年に 2020 の東京オリンピック開催が決定したことで，当時認知が進んでいなか

ったその職種に，脚光があたりはじめた．日本がバレーボール種目において「データバレー」

を駆使しオリンピックでメダル獲得したよう，近年のスポーツ界において，情報分析・情報

戦略は必要不可欠なものとなっている．スポーツを捉える視点は，スポーツを「する」立場

から、 スポーツを「みる」立場，そしてスポーツを「ささえる」立場へと拡大している（豊

田，2012）．つまり，選手がスポーツに関わるといった一人称的な関わりから，指導者や観

衆といった二人称的な関わりを経て，アナリストやボランティアといった三人称的な関わ

りが生まれてきた． 

 スポーツにおける情報戦略とは，意思決定者が正しい，理にかなった判断・決断をするた

めに「情報」を収集，加工，分析し，提供する一連の活動である．また，豊田ほか（2007）

はスポーツ情報戦略を，スポーツにかかわる様々な情報を戦略的に活用することに他なら

ないと述べている．つまり，スポーツフィールドをより良く変えていくために，様々な形で

の情報をデータとして獲得し，有効活用しなければならない．そのデータを一次的な情報と

位置づけると，より高次な情報へと加工することで有効性が増し，再びスポーツフィールド

へ正しく還元することができるようになる．豊田ほか（2007）は，このようなプロセスの中

に「科学的分析」と「還元」の２つの概念を提示している（図２参照）．科学的分析におい

て，まずスポーツフィールドで得られた一時的な情報を高次の情報へと加工する必要があ

る．そのためには，最新の IT（Information Technology）を駆使し，分析・検討することが
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強く求められる（豊田，2012）．収集した情報をより一層意味ある情報として活用するため

にも，必要な情報を取捨選択し，加工するうえで「科学的分析」が必須となる．次に，獲得

した高次の情報（スポーツインテリジェンス）は，スポーツフィールドをよりよく変容させ

ることができるものである必要がある．すなわち，スポーツインテリジェンスは的確にスポ

ーツフィールドにフィードバックされなければならず，どのような方法を用いて正確にフ

ィードバッグすることができるかが最も重要となる． 

 

図２ スポーツ情報戦略のプロセス 

 

引用：豊田ほか（2007） 

 

以上を踏まえて，本研究では SIU スポーツ情報戦略準備室を設立し，将来的な SIU スポ

ーツ情報戦略室（仮称）設立に向けて準備を進めることとした．本学スポーツ人間学部の学

生を対象に，情報分析・映像編集といった情報戦略に焦点をあて，高度な科学的分析等の実

施および使用方法に関する指導を行うことで札幌市や JSC および関連 NF に対する具体的

なサポート事例創出のための学内整備が可能となるであろう． 
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SIU スポーツ情報戦略準備室のメンバーは以下の通りである．なお，準備室の活動は週 1

回以上を計画しており，スポーツ人間学部の学部共通科目である応用演習（担当教員：田部

井）との紐づけを通して展開する． 

 

 

代表教員：   田部井 祐介（スポーツ人間学部） 

本学学生：   渡邊 宏紀 （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

福山 陸空 （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

        江田 敬志郎（スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

        梅田 快斗 （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

        蘇田 康生 （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

        石田 昂輝 （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

        竹本 翼  （スポーツ人間学部スポーツビジネス学科） 

 

サポート教員： 小林 秀紹（スポーツ人間学部） 

濱田 剛一（スポーツ人間学部） 

 

 本研究で学生の指導にあたる代表教員は，（公財）日本サッカー協会のテクニカルスタッ

フ（アナリスト）としての経験を有している．日本代表がどのような情報戦略に取り組んで

いるのか，ゲーム分析はどのように実施されているのかといったノウハウを学生に指導す

る．本研究では代表教員及びメンバーの大半の専門種目であるサッカーを題材に展開する

こととした． 
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７． 映像編集・ゲーム分析 

 

 スポーツにおける情報戦略とは，意思決定者が正しい，理にかなった判断・決断をするた

めに「情報」を収集，加工，分析し，提供する一連のプロセスである． 

本研究では，以下の方法を用いて情報戦略の一連のプロセスの理解を深めることを試み

た．はじめに，映像収集には Wifi 機能を搭載したビデオカメラ，GoPro（GoPro 社）およ

び iPad（Apple）を活用し，高所撮影用一脚 Bi Rod（ルミカ）を併用することで俯瞰撮影が

可能となった．次に，撮影した映像は，処理能力の高いコンピュータと映像編集・分析ソフ

トを用いて加工することが一般的である．本研究では，映像編集ソフト DaVinci Resolve

（Blackmagic Design）を採用した．続いて，映像分析では動画解析ソフトダートフィッシ

ュ（ダートフィッシュ・ジャパン）とスポーツコード（Hudl Japan）を用いたものが主流と

なっている．市場に出回っている解析ソフトの活用法（メリット・デメリット）について検

討した結果，本研究では Hudl（フィットネスアポロ社）を用いたゲーム分析を実施するこ

ととした．映像収集及び分析においては，本学部活動を対象とし，得られた RAW データを

基に編集・分析を行い，フィードバック情報を提供する． 

 情報戦略の核となるゲーム分析は，試合内容・戦術・選手分析を主な目的とし，映像等の

データを基に客観的評価を行うものである．また，情報収集を通じた現状把握，具体的な施

策の考案，施策の実施，結果の考察といった分析のプロセスは，これからの現代社会におい

て重要なものとなる． 

 ゲーム分析について考える前に，まずはサッカーというスポーツの特徴を知る必要があ

る．例えば，サッカーは「間」が極端に少ないスポーツであり，「タイム」がないことが挙

げられる．攻守が連続して起こりプレーの切れ間が少ないため，ピッチ内で戦術的な狙いを

修正し，全員が共有することが難しいスポーツである．またゲームをみる側も，ゲームから

目を離せないことから，サッカーは常に頭をフル回転させながらプレーする，あるいはみる

ことが要求される．つまり，選手もスタッフも常にその場，そのときの適切な答えを見つけ

る必要性がある．このように，サッカーの特徴を一つひとつ考えていけば，サッカーという

ゲームに必要な見方が整理される（小井土 2014）．小井土（2014）はゲーム分析を，単純に

ゲームを切り取って，何が起きたのか理解することではなく，ゲームの中に無数にある情報

を適切に選択し，目的に応じて情報を加工する作業であると述べている．すなわち，ただの

情報を生きた情報に変換する作業ともいえる．この生きた情報は試合中の指示や選手交代，

トレーニングやミーティングなどに活用することが可能である． 



15 

 

 小井土（2014）によると，ゲーム分析の流れは，①抽象的・主観的な情報を，②具体的・

客観的な情報に整理し，③自分たちに必要な情報に変換し，④その情報を発信する，といっ

た４つの過程からなる（図３参照）． 

 

図３ ゲーム分析の４つのステップ 

 

引用：小井土（2014） 

 

 ゲーム分析を行う際に，重要となるのがチーム・コンセプトの存在である．チーム・コン

セプトとは，チームが目指すサッカー，チームの戦い方のことを指す．例えば，ボールを保

持しながらゴールを狙う，ゴールを守りながらボールを奪うといったものがある．このチー

ムの戦い方（どう攻め，どう守るか）を明確にすることで，ゲーム分析の基準が定まる． 

 SIU スポーツ情報戦略準備室では，はじめに，ゲーム分析の現状把握を試み「なぜゲーム

分析が重要なのか」について検討を重ねた．その結果，技術力・競技力向上のため，自チー

ム・相手を客観視するため，組織内の共通認識を促すため，といったメリットが浮かび上が

った．一方で，トップ（エリート）レベルでのゲーム分析導入が一般化されているなか，中

学生や高校生といったジュニア年代においては導入されていないケースが多々あることが

問題点として挙げられた．その背景には，難しそうといった先入観があることや，PC・ソ

フトを扱うスキル不足といった懸念点が考えられる．準備室では，この問題を解決するため

には，どのような試みが必要かについて議論を重ねた．加えて，ゲーム分析とは何か，どの

ような分析ソフトが存在しそれぞれのメリットは何か，分析ソフトを用いた実践例につい

て資料を作成した（資料６，７，８）．  
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なぜ重要か 

・ 技術力・競技力向上のため 

・ 自チーム・相手を客観視するため 

・ 組織内の共通認識を促すため 

・ 成功と失敗の原因を探るため 

・ 試合に勝利するため 

・ チーム・個人の理解度向上のため   

 

なぜ導入されていないか 

・ 難しそうという先入観がある 

・ 必要性を感じていない 

・ モチベーションの格差から 

・ PC・ソフトを扱うスキル不足 

・ 理解を得るまでに時間が必要 

・ PC に触れる機会が十分に無い 

・ 実例・ソフトが認知されていない 

・ 費用と人の条件面  

 

どのように解決できるか 

・ 使用に関するサポートを行う 

・ PC の基礎スキル・免疫をつける 

・ 使用する組織のレベル感に対応したサービスを提供する 

・ 教育機関への営業活動を行う 

・ 分析活動のメリットを提示する 

・ 1 利用組織につき 1 人のアドバイザーを配置する 

・ 実例・価格を用いてプロモーションする 

・ 選手に必要性を説く 
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資料６ ゲーム分析とは 
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資料７ ゲーム分析ソフトについて 
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資料８ ゲーム分析の実践例 
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８． 映像解析ソフト講習会 

 

 本研究では，市場に出回っている分析ソフトの活用法（メリット・デメリット）について

検討した結果，Hudl（フィットネスアポロ社）を用いたゲーム分析を実施することとした．

Hudl を用いた分析を実施する際，専門的な知識・技術が必要となる．そこで，フィットネ

スアポロ社に依頼し，講習会を開催することとなった（2021 年 12 月 2 日）． 

 

資料９ hudl スタートアップガイド（p1-4） 
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 講習会では，Hudl 営業部の井指隆範氏によるソフト使用法に関する講義を受け，その場

で映像分析の実践を行った．不明な点が挙がった際はその場で直接説明を受けることがで

き，Hudl の使用法について知識を深め，技術を高めることが可能となった．加えて，ホッ

ケー男子日本代表アナリストである川口雄大氏による東京オリンピックでの分析ソフト活

用事例について貴重な情報提供を受けた．準備室に所属する本学学生にとって貴重な時間

となった． 
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資料１０ Hudl 講習会の写真 
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９． ゲーム分析実習 

 

 SIU スポーツ情報戦略準備室では，所属する学生が主体となりゲーム分析実習を行った．

スポーツにおける情報戦略は，「情報」を収集，加工，分析し，提供する一連のプロセスを

意味する．ゲーム分析実習では，この一連の過程を学生が経験，実践することでスポーツ情

報戦略の知識・技術を高めることを目指した． 

・ 映像収集 

 ゲーム分析で用いる映像は本学サッカー部の公式戦（2021 年 11 月 3 日・6 日・30 日）

を対象に撮影を実施した（資料１２）．撮影では，フィールド全体を収める定点カメラ，ボ

ールを中心とする映像を撮影するカメラ，そして俯瞰映像を撮影するカメラを用いた．また，

撮影には専門的な撮影技術が必要となるため，本番前にプレテストとして撮影の練習を実

施した． 

・ 映像編集 

 映像編集では，映像編集ソフト Davinci Resolve（Blackmagic Design）を用いて分析に必

要な個所を切り取り，編集した映像を連続した映像に変換する作業を実施した．  

・ 映像解析（ゲーム分析） 

 ゲーム分析では，Hudl（フィットネスアポロ社）を用いたゲーム分析を実施することと

した．以下にゲーム分析の結果例を示す． 

 

資料１１ ゲーム分析の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の表は本学サッカー部および対戦校のポゼッション率，シュート数，クロス数，パスの総

数，パスの成功率といった数値を示すものである． 
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左の図は，どの位置からシュートを打ったの

か，ゴールとなったシュートはどの位置から

打っているのか（赤）といった，枠内・枠外に

飛んだシュートはどこから打たれているのか

を示すものである． 

 

 

 

 

 

上の図はサッカーフィールドを３分割して，どのエリアで何本のパスが試行されたか，成功

率はどの程度であったかを示すものである． 
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資料１２ 試合映像の撮影風景 
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１０． 学内に向けた成果の発信 

  

本研究成果を学内に向けて発信する手段のひとつとして，スポーツ人間学部スポーツビ

ジネス学科の応用演習Ⅱ最終報告会（2022 年 1 月 20 日）での発表を実施した．SIU スポー

ツ情報戦略としての取り組みを学科に報告することで，学内における本研究の活動に対す

る理解と認知を高めることとなった． 

 

資料１３ 報告会で使用した資料 
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１１． まとめ 

 

札幌市は 2030 年の冬季オリンピック誘致を宣言し，関連して「冬季版総合ナショナルト

レーニングセンター（NTC）構想」を掲げている．また，日本スポーツ振興センター（JSC）

はハイパフォーマンススポーツセンター（HPSC）ネットワークの構築事業を課題として挙

げており，地域において HPSC と同等の環境を構築する重要性を説いている．札幌国際大

学のスポーツ人間学部は地域連携事業のスポーツ関連事案において主体的な立場で参画し

ている．一方，これまでの本学の地域連携事業はニーズに対して十分なシーズを提供してい

るとは言い難く，本質的な連携に至っていない．これらを踏まえ，本研究では，本学スポー

ツ人間学部の学生を対象に，高度な科学的分析等の実施および使用方法に関する指導を行

い，札幌市や JSC および関連 NF に対する具体的なサポート事例創出のための学内整備を

行うことを目的とした． 

 国際競技力向上に寄与する情報戦略活動は，JOC（日本オリンピック委員会）の施策の中

で大きな躍進を遂げてきた．それは，文部省（現文部科学省）が 2000 年９月に策定した「ス

ポーツ振興基本計画」（文部省，2000）を背景に，JOC が国際競技力向上に向けた具体的な

施策として 2001 年４月に「JOC GOLD PLAN」を策定したことに発端としている（日本オ

リンピック委員会，2001）．スポーツにおける情報戦略とは，意思決定者が正しい，理にか

なった判断・決断をするために「情報」を収集，加工，分析し，提供する一連の活動である．

本研究では，この情報戦略に必要なビデオカメラ，映像解析ソフトなどの備品を整備し，本

学学生がこの一連のプロセスに関する知識・技術を身につけることを主な取り組みとした． 

 本研究で設立した SIU スポーツ情報戦略準備室は，本学スポーツ人間学部の教員と学生

からなる組織である．学生を指導する代表教員は日本サッカー協会のテクニカルスタッフ

（アナリスト）としての経験を有している．日本代表がどのような情報戦略に取り組んでい

るのか，ゲーム分析はどのように実施しているのかといったノウハウを学生が学び，実践す

ることが可能となった．また，映像解析ソフトの使用法についてはソフトの専門スタッフ

（フィットネス・アポロ社）が来学し，ゲーム分析に関する講習会を開催した．学生はその

場でソフトを運用しながら不明点を解決し，実践に向けた専門的技術を習得した．加えて，

講習会ではホッケー男子日本代表アナリストのオリンピック経験談を伺う貴重な時間とな

った． 

 ゲーム分析実習では，本学サッカー部を対象に情報（公式戦の映像）の収集を行った．映

像収集には，Wifi 機能を搭載した高性能ビデオカメラ（4K）と GoPro（GoPro 社）を活用
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し，高所撮影用一脚 Bi Rod（ルミカ）を併用することで俯瞰撮影が可能となった．収集し

た映像は，映像編集ソフト Davinci Resolve（Blackmagic Design）を用いて分析に必要な個

所を切り取り，編集した映像を連続した映像に変換する作業を実施した．映像編集の技術は

分析したデータをチームや指導者にフィードバックする際に必要不可欠なものである．編

集した映像は Hudl（フィットネス・アポロ社）を用いて分析を行った．今回の分析では，

ゲーム中のボールポゼッション率，パス，シュートといった項目に焦点をあてた． 

 

次年度以降に向けて，今年度実施したスポーツ情報戦略分野事業のさらなる精緻化を図

ることが課題となる．次年度では，新規の学生（スポーツ人間学部スポーツビジネス学科 3

年生）が SIU スポーツ情報戦略準備室に加入予定である．今年度の事業に参加した学生が

情報戦略に関する知識・技術を新しく入る学生に伝授するといったサイクルを確立するこ

とが課題となる．この課題が達成されることで，将来的な「SIU スポーツ情報戦略室」の設

立が可能になるであろう． 
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